條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


_//////。 = ぷ 4 


特定 小 電 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 
(総務 省 技術 基準 適合 品 


DJ-PA27 
取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ き 
まし て あり が と う ご ざ いま す 。 本 製品 の 機能 を 充分 
に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取 
扱 説明 置 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ア 
フタ ー サ ービス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 
この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ま た 、 
補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取 扱 説明 
書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 ど ご 使用 中 の 不明 な 
点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製品 
は 免許 ・ 資 格 不要 の 特定 小 電 力 無線 電話 と し て 、 各 
種 通 信 に お 使い いた だ け ま す 。 
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使用 前 の ご 注意 
還 ご 使用 瑞 境 


高 湿 、 多 湿 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉 じん の 多い 場所 は 避け て お 使い く 
だ さい 。 


圏 分 解 し な いで 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 改造 、 変 更 は 法律 で 禁止 され て いま す 。 分 解 し 
た り 内 部 を 開け る こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


ご 使用 禁止 場所 

本 機 は 総務 省 技 術 誠 準 適合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ め 時 波 障 害 を 
引き 起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 示 地 内 、 新 幹線 車 両 内 、 中 線 局 周辺 、 病 院内 な ど ) 

日 本 国内 で の み 使用 し て くだ さい 。 


This product is permitted for use in Japan only. 


使用 前 の ご 注意 


画 通 信 距 離 

通信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 
・ 海 上 、 山 頂 な ど 条件 の よい 所 : km また は それ 以上 
・ 河 原 な ど 障害 物 の な い 平地 。 : 500m1km 程 度 
・ 見 通し の よい 道 、 郊 外 の 住宅 地 : 500m 程 度 
・ 市 街 地 の よう な 障害 物 の 多い 所 : B00m 程 度 

画 障 害 物 


本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 橋脚 、 ま た は 山 
や 丘陵 等 の 障害 物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な り ま す 。 


水 に つけ な いで 


日 常 生活 防水 仕様 に まな っ て お り ま す が 、 雨 の 中 で の ご 使用 や 、 直 接 水 に つけ 
て 使用 され る と 故障 の 原因 と な り ま す 。 
な お 、 水 、 当 や 洛 れ な ど が 付い た と き は 手早く 点 き 取っ て くだ さい 。 


田 バ ッ テ リ ー セ ー ブ に つい て 


電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で す 。 受 信 待 ち 受 け 状態 で 約 5 秒間 キー 操作 が な い 
と この 機能 が 動作 し ます 。 信号 を 受信 する か 、 キ ー 操 作 が お こ な わ れる と 
バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 され ます 。 パ バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 時 に 信号 を 受信 
する と 、 通 話 の 始め が 途切れ る 場合 が あり ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


使用 前 の ご 注意 


機能 と 特長 


・ 回 転 収納 アン テ ナ 採 用 

・ 交 互 通話 用 B0CH、 中 縄 通信 用 87CH ( 計 47CH) を 搭載 
・ 彰 声 骨 話 の 明 承 度 を 上 げ る コン バン ダー 機能 * を 措 載 

・ 見 や すい 大 型 デ ィ ス プレ イ 採 用 

・ 日 常 生活 防水 仕様 で 携帯 に 便利 な コン バク ト ボ ディ 

・ オ プシ ョ ン の Li-ion 充 電池 、Ni-Cd 充 電池 に 対応 

・ 本 体 の 素材 に 丈夫 な ポリ カー ボネ ー ト を 採用 


(* コ ン パ ンダ ー 機 能 は 対応 機種 岡 の み に 有 効 で す 。) 


固 上 お 使い に な る 前 に 1 


付属 品 と 取り 付け 方 


開 柚 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


」 ペ ベルトクリップ (ネジ 1 本 ) 
「」 ハ ンド スト ラッ プ 
[取扱 説明 書 (本 書 ) 
保証 書 


注意 保証 書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 書 と 一 緒 に 


保管 し て くだ さい 。 ど ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 無い と 保証 サー ビス は 無効 
と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


田 べ ベル トク リッ プ の 取り 付け 


ベル トク リッ プ を 本 機 の 背面 に 取り 付け ます 。 
確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さい 。 


・ 長 期間 お 使い に な る と 、 振 動 な ど で 取 り 付 け ネ ジ が ゆる ん で くる こと が あ 
り ま す 。 定期 的 に ネジ に ゆる み が な いか 検 し て くだ さい 。 

・ ベ ルト クリ ッ プ は 消耗 品 で 、 ス ペア を 部 品 と し て 販売 し て いま す 。 本 体 を 

お 買い 求め の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 
田 ハ ンド スト ラッ プ の 取り 付け 
本 機 背 面 上 部 に ある スト ラッ プ 用 の 通し 穴 に 右 図 の よう に 取り 付け ます 。 


アッ 
モモ ベル トク リッ プ と ハン ドス トラ ッ プ 両方 取り 付け る 場合 に は 、 先 に ハン ド 
ア スト ラッ プ を 取り 付け て か ら ベ ルト クリ ッ プ を 取り 付け て くだ さい 。 


田 ア ン テ ナ の 立て 方 


アン テ ナ は 回 転 式 に な っ て いま す 。 
ど ご 使用 の 際 に は 必ず アン テ ナ を 立て て くだ さい 。 


2 ・ ア ン テ ナ を 回 す と き は ゆっ くり と 根元 を 持っ て 回 し て くだ さい 。 
、! ・ ア ン テ ナ や ハン ドス トラ ッ プ の 端 を 持っ て 本 体 を 振り 回 し た り 、 投 げた り 
し な いで くだ さい 。 け が や 故障 、 破 損 の 原因 に な り ま す 。 
・ ア ン テ ナ は 電波 法 上 、 取 り 外 せな い 構 造 に な っ て いま す 。 


一 乾 電池 の 入れ 方 
① カ バー を 開け る 
ロッ ク を 外し て カバ ー を 開け ます 。 


お 使い に な る 前 に 


②@ 電 池 を 入れ る 


市 販 の 単 三 形 乾電池 3 本 を 、 ケ ー ス 内 側 の 「 十 」 、「 一 ] 表示 に し た が っ 
て セッ ト し ます 。 


> 王 基 東 思 池 に 関す る ご 注意 
へ ・ 寸 池 は 使い 方 を 誤る と 破裂 や 破損 、 液 漏れ の 原因 と な り ま す 。 次 の 注意 
事項 を 必ず お 守り くだ さい 。 
1. 使 用 し た 乾 十 池 と 新しい 乾電池 を 混ぜ て 使用 し な い 。 
ら .3 本 と も 同じ 種類 の 乾電池 を 使用 する 。 
き . 分 解 、 加 頑 し な い 。 
4 充 時 し な い 。 


5. 長 期間 使用 し な いと き は 、 戦 電池 を 本 体 か ら 取り 出し て お く 。 


市 販 の 単 三 形 充 武 池 に つい て 
容量 ・ 電圧 お よ げ その 他 の 仕様 が 弊社 の 製品 と 合わ な い 可能 性 が あり 、 故 
障 の 原因 と な り ま す の で 市 販 の 充電 池 は 絶対 に 使用 し な いで くだ ざい 。 
・ 星 社 の 充電 器 は 対応 する 弊社 製品 専用 で す 。 市 販 の 充 昌 凶 は 容量 や 構造 の 
連 い か ら 、 充 時 を お こ な う と 故障 や 事故 の 原因 と な る 可能 性 が あり ます の 
で 絶対 に 充 思 し な いで くだ さい 。 


③ カ バー を 閉め る 


ツメ を 合わ せ て カバ ー を 閉め 、 ロ ッ ク を か け ま す 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


5 土 項 本 機 は 単 三 形 乾電池 、EBP-P5SN (ニッ カド バッ テリ ー バ パック) 、EBP-70 
(リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク ) で ご 使用 くだ さい 。 市 販 の 充 是 務 を ご 


使用 に な っ て の 不具 合 は 保証 の 対象 外 と させ て いた だ きま す 。 


ツメ を 合わ せ て 


2 へ 、 カ リー を 遇 ゆる 
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お 使い に な る 前 に 
田 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の ショ ー ト 防止 の ご 注意 
バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運 記 と 寺 に は 、 端 子 が ショ ー ト し な いよ うに ビニ ー 


ル 袋 に 入れ る な ど 注 意 し て くだ さい 。 (P.13) 
ショ ー ト する と 、 大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起こ す 危 険 が ありま す 。 


お 使い に な る 前 に 


圏 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保管 と 携帯 に つい て 
バッ テリ ー パ ッ ク を 保管 、 携 帯 す る と き は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 


金属 物 を 一 緒 に し て カバ ン が な | 金属 メッ キ し て いる 布 に 包ん 太 | 釘 や 画 氏 な どの 金属 類 に 端子 
ど に 入れ な いで くだ さ b し )。 り 、 内 側が 金属 加工 の カバ ン な | を 触れ させ た り 、 電 気 を 通す 
ど に 直接 入れ た り し な いで くだ | 物 が ある 場所 に 置 か な いで く 

だ さい 。 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 で 包ん で く | 電気 を 通さ な い 物 な ど を 敷い 
だ さい 。 て か ら 、 置 いて くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 
圏 バ ッ テ リ ー パ バック (オプション ) 
バッ テリ ー パ ッ ク は 出荷 時 に は 充分 に 充 吉 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


ニッ カド バッ テリ ー バ ッ ク : EBP-25N (3.6V 700mAh) 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク : EBP-70 (3.7V 1000 mAh) 


象 バッテリー バッ ク の 充電 方 法 


バッ テリ ー パ ッ ク と 充電 器 の 適切 な 組合 せ に つい て は 、 下 図 を 参照 し こく だ さい 。 
〇 の 組合 せ が 使用 で きま す 。 ( 約 … 時 間 ) は 、 空 の バッ テリ ー バ パッ ク を 満 充 宮 す る の に 必要 な 時 間 を 示し ます 。 


mg (ウチ リ ー バ ッ ク トニ ッ カ Gy テリ ーッ クー」 り チ ら ムイ オッ 2 ッ テ デリー バッ ク 
| ーー デリー EBP-ZQ 
| EDO-109J ツイ ン 雪 吉 売 電 器 セッ ト  。 | 〇 ( 約 2 時 部 | 


ニー ニニ ニニ ニー | 
EDC-158A ツイ ン 急 速 充電 器 セッ ト 人 〇 ( 約 5.5 時 間 ) 
EDC-158R 連結 充 吉 スタ ンド | 00 
EDC-168 大 容量 AC ア ダブ ター (連結 人 電 用 )| | 〇 (5 時 間 


ーー 本 2 (EDC-158H) を ら 台 以上 連結 し て 充 叶 する 場合 、 必 ず 大 容 暑 の AC ア ダブ プター (EDC-162) が 必要 
| な s 


ーッ 
條 モ SMC 2 (EDC-158R) を 連結 し て 、 一 度 に トランシーバーB 台 まで 充電 する こと が 
- s 


お 使い に な る 前 に 


人 @ 充 電器 の 使用 方 法 


7 土 若 本 窒 の 「 敬 告 」(P.1) 、 オ プシ ョ ン の 取扱 脱 明 界 の 「 ご 使用 に な る 前 に 」 
へ と 「 充 電 時 の ご 注意 ] を ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


EDC-109J (ツイ ン 湿 速 充電 器 セ ッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダ プ ター、 充 電 ス タン ド 


① ト ラン シー バー 本 体 に ニッ カド バッ テリ ー パ バック (EBP-25N) を 装着 し 
ます 。 


・ ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー バ ッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


・EDC- 109J は 、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー バ ッ ク (EBP-70) の 充填 は 
で きま せん 。 


⑥⑥AC ア ダ プ ター の プラ グ を 充電 ス タン ド 背 面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


⑧AC ア ダ プ ター を 家庭 用 電源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 
(すべ て の イン ジ ケ ー タ ー が 灯 し た あと 消灯 し ます 。) 


④ イ ンジ ケー ター 側 に トラ ン シ ー バ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 下 ス タン ド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 ( ら 台 同時 、 ま た は 前 後 ど ちら か の ポケ ッ ト で 1 
台 で も 充電 可能 で す 。) 
充電 スタ ンド の CHG ラン プ (赤色 ) が 点滅 し 、 充 電 状 態 に かり ま す 。 


⑤ 充 電 が 完了 する と 、CHG ラ ンプ (赤色 ) が 消え 、 充 電 完 了 の FULL ラ ンプ 
(緑色 ) が 点灯 し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


2 訪 EDC-109J は 保 嘩 回 路 が 働い た 場合 、CHG ラ ンプ (赤色 ) と FULL ラ ンプ (緑色 ) が 同時 に 点滅 し ます 。 こ の 場合 、 バ ッ 
テリ ー バ ッ ク が 正しく 装着 され て いる が 確認 し 、 異 常 が 見 当ら な いと き は 昌 池 の 消耗 が 考え られ ます の で 、 バ ッ テ リ ー バ パッ 
ク な 交換 し て くだ さい 。 そ れ で も 正常 に 動作 し な いと 寺 は 、 使 用 を 中 止 し て 当社 サー ビス セン ター へ ご 相 且 く だ さい 。 


LEDC-115 (標準 充電 器 セ ッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダ プ ター、 充 電 ス タン ド 


① ト ラン シー バー 本 体 に ニッ カド バッ テリ ー パ バック (EBP-25N) を 装 落 し ます 。 


ーー ニッ カド バッ テリ ー バ ッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


AC ア ダブ プター の プラ グ を 充電 スタ ンド の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 
⑨AC ア ダブ プター を 家庭 用 起源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 
④ イ ンジ ケー ター 側 に トラ ン シ ー バ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 画 スタ ンド の 


ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 
充 宮 スタ ンド の CHAHGE ラ ンプ (赤色 ) が 点灯 し 、 充 電 状 態 に な り ま す 。 


⑤ 約 12 時 間 で 充 武 完了 し ます 。 規 定 の 時 間 が 過ぎ まし た ら 、 ト ラン シー バー 
本 体 を 充電 スタ ンド か ら 抜 いて ご 使用 くだ さい 。 


デニ ッ 
故 モ も 赤色 の ラン プ は 通 直 状 態 を 示す も の で 、 充 電 の 状態 に か か わら ず 、 常 に 点灯 
レア し て いま す 。 
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EDC-158A (ツイ ン 切 速 充電 器 セ ッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダ プ ター、 充 吉 ス タン ド 


① ト ラン シー バー 本 体 に リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク (EBP-70) を 装 閥 
し ます 。 


> 計 意 ・ リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー バ ッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


・EDC-158A/RH は 、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー バ パッ ク (EBP-70) 専用 で 
す 。 ニッカド バッ テリ ー パ バック (EBP-25N) の 充電 は で きま せん 。 


@⑨AC ア ダ プ ター の プラ グ を 充 土 スタ ンド 背面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 

③AC ア ダ プ ター を 家庭 用 起源 ACTOOV の コン セン ト に 接続 し ます 。 

④ イ ンジ ケー ター 側 に トラ ン シ ー バ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 時 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 (2 台 同 時 、 ま た は 前 後 ど ちら か の ポケ ッ ト で 1 
台 で も 充電 可能 で す 。) 
充 下 スタ ンド の 赤色 ラン プ が 点灯 し 、 充 電 状 態 に な り ま す 。 


⑤ 充 電 が 完了 する と 、 赤 色 ラ ンプ が 消灯 し ます 。 


グー タ 
友 も トラ ン シ ー バ ー か ら 取 り 外 し て バッ テリ ー バ ッ ク の み を 充電 する こと も で き 
ます 。 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


AC ア ダ プ ター  _ 
(EDc-182) 3M 


AC ア ダブ プター 
ドー (EDC-128) 
リチウム イオ ン 
gy 


ぐ 」 
へ 、 ト 
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お 使い に な る 前 に 


侍 充電 ラン プ の 動作 に つい て 
EDC-158A/H で リチウム イオ ン バ パ バッテリー パック EBP-70 を 充電 する 際 、 充 電 状 態 を 知ら せる ラン プ 
が 点灯 し な いこ と が あり ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 


・ バ ッ テ リ ー バ ッ ク が 満 充電 に 近い と 、 充 電 開 始 を 知ら せる ラン プ が 点灯 し ませ ん 。 


ある 程度 お 使い に な っ た 状態 で な いと 、 充 電 ラ ンプ が 点灯 し な いこ と が あり ます 。 週 充電 を 防止 する 
た め の 回 路 が 「 こ の 電 油 は まだ 充電 する 必要 が な い 」 と 判断 し て いる た めで 異常 で は あり ませ ん 。 


・ ト ラン シー バー を 前 方 の ポケ ッ ト に 挿入 する と ラン プ が 点灯 する が 、 後 方 の ポケ ッ ト に 挿入 し た と き 
に は ラン プ が 点灯 し な い 、 あ る い は その 逆 の 動作 を する 。 


充 赴 開始 を 決定 する 回 路 の 固体 差 に より 、 こ の よう な 動作 を する こと が あり ます が 、 異 幣 で は あり ま 


いずれ の 場合 も 、 し ば らく トラン シー バー を 使用 し て バッ テリ ー を 消耗 させ て か ら 充電 し て くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 


LEDC-158R (連結 充 宮 用 スタ ンド ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : 接続 ステ ー 


EDC-158H を 使用 し て 連結 充電 する 場合 、 必 ず 大 容量 の AC ア ダブ プター (EDC- 
162) が 必要 と な り ま す 。 


ーッ 
5 モ トラ ン シ ー パ ー か ら 取 り 外 し て パッ テリ ー パ バック の み を 充 還 する こと も で き 
『 ア ます 。 


①AC ア ダブ プター が EDC-162 で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


スタ ンド の コネ クタ 同士 を 接続 し ます 。 ス タン ド は 最大 4 台 ま で 接続 で き 
ます 。 


③ 付 属 の 接続 ステ ー を スタ ンド 底面 の 溝 に 合わ せ て スラ イド させ ます 。 
確実 に スタ ンド 同士 が 固定 され た こと を 確認 し て くだ さい 。 


④AC ア ダブ プター の コネ クタ を 端 の スタ ンド の コネ クタ に 接続 し ます 。 

アダ ブタ ー を 家庭 用 起源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 

⑥ イ ンジ ケー ター 側 に トラ ン シ ー バ パー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 宮 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 (DJ-PA ら 7 を 最大 B 台 まで 一 度 に 充 宮 す る こと 
が で きま す 。 ) 
充填 スタ ンド の 赤色 ラン ブ が 点灯 し 、 充 電 状 態 に な り ま す 。 


(⑦ 充 電 が 完了 する と 、 赤 色 ラ ンプ が 消灯 し ます 。 


(《④AC ア ダブ プター の 
コネ クタ と 接続 


2 


て AC ア ダ プ ター 
ーー 、(EDO-188) 


コン セン ト に 接続 
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お 使い に な る 前 に 


1 各部 の 名 前 と は た らき 


本 機 の 各部 の 名 前 と その は た らき を 説明 し ます 。 
田 前 面部 


アン テ ナ ( P.10) 


> 和音 アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 
いま す 。 
引き 抜い た り し な いで くだ さい 。 


ディ スプ レイ (P23) 


キー パッ ド 
チャ ン ネ ル の 切り 替え や 各種 設 
定 に 使用 し ます 。 ( P. ら ぢ ) 


電源 ン 音 呈 ツ マミ 
( P.5) 
イン ジ ケ ー タ ー 
送信 中 は 赤色 、 受 信 中 は 
緑色 に 点灯 し ます 。 


スピ ビー カー 
薄型 スピ ー カ ー が 内 蔵 さ れ て い 


o 


マイ ク 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 画 し て く 
だ さい 。 
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田上 面部 


外部 電源 端子 
オプ ショ ン の AC ア ダブ プター (EDC-188) 
や シガー ライ ター ケー ブル (EDH-33) が 
接続 で きま す 。 


> 圭 意 外部 電源 の プラ グ の 抜き 差し は 、 本 
機 の 電源 を OFF に し て か ら お こ な っ 
て くだ さい 。 


イヤ ホン 端子 マイ ク 端 子 
イヤ ホン や 外部 スピ ー 外部 マイ ク が 接続 で 
カー が 接続 で きま す 。 きま す 。 


お 使い に な る 前 に 


一 側面 部 


[PTT] キー 
押す と 送信 し ます 。 離す 
と 受信 待ち 受け 状態 に な 


り ま す 。 
加 種 設定 を 確定 する 際 に 
も 使用 し ます 。 


[MONI] キー 
相手 の 音声 が 途切れ る と 
き に 使用 し ます 。 


[F] キー 
AR し 


に 】 
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お 使い に な る 前 に 


較 キー 配置 


チャ ン ネ ル 番 号 を 下げ ます 。 

回 点灯 状態 1) で は グル ー プ 番号 を 下げ ます 。 

セッ トモ ー ド の 設定 値 選択 (P.34) 、 

コー ルト ー ン 機能 (P.28) に も 使用 し ます 。 
] キー グル ー プ トー ク 機 能 に 使用 し ます 。 

1 グ 約 ら 秒 押し 続け る と キー ロッ ク が で きま す 。 

[SET] キー セッ トモ ー ド の 項目 選択 に も 使用 し ます 。 

チャ ン ネ ル 番 号 を 上 げ ま す 。 

回 点灯 状態 で は グル ー プ 番号 を 上 げ ま す 。 

セッ トモ ー ド の 設定 値 選択 (P.34) 、 

コー ルト ー ン 機能 (P.2B) に も 使用 し ます 。 


1 : 国 点 灯 状 態 と は 、[F] キー を 押し て ディ スプ ブレ イ に [ ト 同 を 点灯 させ た 状態 で す 。 


マヤ (ダウ ン ) キー 


人 る (アップ) キー 
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お 使い に な る 前 に 


圏 デ ィ ス プレ イ ⑫ ① ⑤ ③ ④①⑤ @⑥ 


M 品 ※ 秘 話 29 コ 


説 明 
IF] キー を 押す と 点灯 し ます 。 


秘話 擬 能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.38) 

コン パン ダー 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.37) 
| ⑧⑤ | ベル 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.41) 

電池 の 残 量 を 表示 し ます 。 (P.33) 


1O① | 
| ⑧ | VOX 機 能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.3B) 
1⑧⑨『 
軒 〇 画 


| ⑨ | 中 継 通信 チャ ン ネ ル 時 に 点灯 し ます 。 
| ⑩ | キー ロッ ク 中 に 点灯 し ます 。 (P.31) 


ESEC 
本 機 で は 使用 し ませ ん 。 
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参 使い に な る 前 に 


圏 チ ャ ン ネ ル 表 示 に つい て 
@ 交 互 通話 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 20 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 
LO1 b01 
L 表示 は 目 ( b 表 示 は | ( 
レジ ャ ー タ イブ 中 ビジ ネス タイ ブ 串 6 
LO09 b11 
L 表示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の レジ ャ ー b 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ビジ ネス 
タイ プ (9 チャンネル 機 ) と 通信 で きま す 。 タイ プ (1 1 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 
旬 中 災 通 信 時 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 27 ア チャン ネル を 搭載 し て いま す 。 
L10 b15 
L 表 示 は | ( b 表 示 は | 。 
レジ ャ ー タ イブ 上 ビジ ネス タイ ブ ] . 
L18 b29 


9 チャ ン ネ ル 18 チ ャ ン ネ ル 


お 使い に な る 前 に 


本 機 を 使用 する 上 で 基本 と な る 操作 を 説明 し ます 。 
画 電 源 を 入れ る 


電源 音量 ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 し 、 電 源 を 入れ ます 。 
ツマ ミ を 時 計 方 向 に 回 す ほど 音量 が 大 きく な り ま す 。 


2 
モ [MONI] キー を 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 賠 こ えま す 。 ノ イズ 音 を 目 
し 安 に ツマ ミ を 回 す と 音量 を 調 昧 し や すく な り ま す 。 


圏 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


全 ま た は マキ ー で 通話 し た い ト ラン シー バー 全て を 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ 
ます 。L (レジ ャ ー) 、D (ビジ ネス ) の 表示 に 注意 し て 合わ せ て くだ さい 。 


アプ 
ルズ 寸 近 し け る と 連続 し て 変化 し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 

田 受 信 す る 

信号 を 受信 する と スピ ビー カー から 相手 の 声 が 聞こ えま す 。 

ー イ ンジ ケー ター が 緑色 に 点灯 し 、 デ ィ ス プレ イ の S メ ー タ ー が 右 灯 し ます 。 


・ 相手 の 声 が 館 切 れる 場合 、 [MONI] キー を 押し て くだ さい 。 
聞き や すく な る こと が あり ます 。 

押し て いる 間 、 イ ンジ ケー ター が 緑色 に 点灯 し ます 。 

・[F] キー を 押し な が ら 「[MONI] キー を 押す と モニ ター 動作 を 保持 し ま 
す 。 同 じ 操 作 を お こ な う と 解除 し ます 。 


画 送 信 す る 
信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 


[PTT] キー を 押し ます 。 
キー を 押し た まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


ー イ ンジ ケー ター が 赤色 に 点灯 し ます 。 


[PTT] 


隊 
. 1 モニ マイ ク と 口元 は 約 5cm 苑 し て くだ さい 。 


注意 


ac な ワム よっ 4 次 告 斉 「 プ ププ ブ 」 が 鳴り 送信 
で きま せん 。 (P.30) 


[PTT〕 キー を 了 す と 、 受 信 待 ち 受け 状態 に な り ま す 。 


お 使い に な る 前 に 


田 踊 通信 用 チャ ン ネ ル で 通信 する (周波 数 帯 A/440MHZ 帯 送信 ) 


直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 中 継 器 を 介し て 通信 する こ 
と が で きま す 。 笛 社 製 の 交互 通話 用 中 継 器 が 別途 必要 で す 。 


① チ ャ ン ネ ル を 合わ せる (L10 一 L18、b12ーb298) 


^ ム また は キー で 中 継 話 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 ) 』/ ガ 
に 4 4 
ー 中 継 チャ ン ネ ル 時 に は 、「 中 継 」 が 点灯 し ます 。 ーー 
中 継 
@ 送 信 す る 


① 「PTT」 キー を 押し 続け ます 。 
つ 約 1 秒 後 に 「 ピ ビッ 」 と いう 音 が 聞こ えま す 。 
⑨ 「PTT」 キー を 押し た まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


ン 2 の 4 
モモ ・ お 使い に な る 中 継 器 の 股 定 を ご 確認 くだ さい 。 
(レア 中 継 器 側 の 周波 数 帯 は 本 機 と は 逆 の 「B] に 設定 し ます 。 
・ 中 継 器 に グル ー プ 番号 が 設定 され て いる 場合 、P.28 を 参照 し て グル ー プ 
番号 を 合わ せま す 。 


・ 中 継 通 信用 チャ ン ネ ル で は 、 本 機 同士 の 直接 通信 は で きま せん 。 


・ そ れ ぞ れ の 無線 機 が 至近 距 設 に ある と 詞 動 作 す る こと が あり ます 。 
子 機 一 中 継 器 間 、 子 機 一 子 機 問 は 10m 以 上 難 し て くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 
圏 コ ー ル トー ン 機 能 


送信 中 に 全 キ ー、 マ キー また は 同時 に 押す と 、 呼 び 出 し 音 が 鳴り 相手 を 呼び 
出す こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ の キー で 呼び 出し 音 は 異な り ま す 。 


田 グ ルー プ 番 号 を 合わ せる (グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 する ) 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 且 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ま 


① [GROUP] キー 押す 
ー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


⑨ グ ルー プ 番 号 を 合わ せる ーー ュー ニー 


[F] キー を 押し な が ら 、 ム また は キー を 押し て 自分 の グル ー プ の トラ Ba 
ン シ ー バ ー を 全て 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せま す 。 


徹 モ ・ グル ー プ 番号 は 、01 50 の 間 で 任 間 に 設定 で きま す 。 
[リプ ” .[FJ キー を 押し た まま 人 A ま た は キー を 押し 近 け る と 連続 し て 変化 し ま 


す 。 
20 の 別 の グル ー プ 番号 に 設定 し 直し て く 
だ さい 。 


③ 送 信 す る 
[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
ー 同 じ チ ャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 の 相手 と だ け 通 話 で きま す 。 


アッ 
メモ 


・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと も あり ます 。 
・ グ ルー プ ト ー ク 機能 の な い ト ラン シー バー は 通話 音 は 聞こ えま す が 、 グ ル 
プ ト ー ク 機能 を 設定 し て いる グル ー プ と は 通話 する こと が で きま せん 。 
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お 使い に な る 前 に 


特定 小 電力 の 退 信 制 限 に つい て 


0 トラ ン シ ー バ ー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し 


田 3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) 
送信 、 受 信 合 わせ て 3 分 以内 で す 。 


10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 通 信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停 
止 し ます 。 


注意 3 分 の 通信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通信 が 停止 し た 後 は 、 約 ら 秒 た た な い 
NN と 次 の 送信 は で きま せん 。 


田 キ ャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) 
一 定 の 強 ぐ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は [PTT] キー を 押し て も 送信 で 
き 


せ 
連 に IPTT] キー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を お 知 
せ し ま す 。 


= ビー プ ブ を OFF に し て いる と き 、 ア ラー ム 彰 は 鳴り ませ ん 。 


1 分 ホン 
が 
分 


さ LO 


L05-01 


上 人 便 利 な 機能 


本 機 を 使用 する 隊 に 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


キー ロッ ク ( ら タ イプ ) 尺 


キー ロッ ク し て お く と 、 誤 操作 な ど に よる 設定 変更 を 防止 で きま す 。 


レタ 
1 モ キー ロッ ク 中 で も 、 電 源 オ ン ン オフ 、 送 信 、 モ ニタ ー は 操作 可能 で す 。 


田 簡 易 キ ー ロ ッ ク 
キー ロッ ク す る 

[0m] キー を 約 秒 押し ます 。 

ー 「LoC-1」 が 点滅 し た 後 、 0m が 点灯 し ます 。 
キー ロ ッ ク を 解除 する 

キー ロッ ク 中 に [0_m ] キー を 約 2 秒 押し ます 。 
っ 0 ひ m が 消灯 し キー ロッ ク が 解除 ぐれ ます 。 


| | (2 秒 押 し ます 
宮 ち の | 
か ン 
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便利 な 機能 


田 通 常 キ キー ロッ ク ーーー 一 晴 

@ キ ー ロ ッ ク す る | 

[F] キー を 押し な が ら 、[ 0 ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 1 ンー に りあ 

2 ー「LoC-2」 が 点滅 し た 後 、 0m が 点灯 し ます 。 《⑯⑬3 ニー ニラ 


る キー ロッ ク を 解除 する 。 
キー ロッ ク 中 に 「[F] キー を 押し な が ら 、 [ O_m ] キー を 約 ら 秒 押 し ます 。 
ー ひ m が 消灯 し キー ロッ ク が 解除 され ます 。 


2 主意 ・ キ ー ロ ッ ク 解 除 は 、 キ ー ロ ッ ク を か けた 時 と 同じ 操作 か り リセ ッ ト し な いと 解除 で きま せん 。 
[ ・ 業務 用 放 な ど で 簡 単に ロッ ク を 解除 し た く な いと きき は 、 通 常 キ ー ロ ッ ク を お 勧め し ます 。 
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便利 な 機能 


バッ テリ ー 鞭 告 機能 


電池 の 残 量 が 少な く な る と (つが 点灯 し 、 電 池 の 交 換 時 期 が 近づい 
て いる こと を お 知ら せ し ま す 。 さら に 残置 が 少な く な る と (ココ が 上 


滅 し ます 。 
点滅 し まし た ら 、 新 し い 電 池 と 交換 し て くだ さい 。 


メモ ) オプ ショ ン の ニッ カ IM て ッ テ リ ー バ ッ ク (EBPLG5N) また は リチウム イオ 
(ルレ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク (EBP-70) を の 場合 、 セット モ ー ド の 電池 選 
択 機能 (P.3B) で 、 使 用 する 電池 の 天 を 選択 し て くだ さい 。 バッ テリ ー 

告 マ ー ク を 交換 時 期 に 合わ せ て 正しく 表示 する こと が で きま す 。 


リセ ッ ト 
設定 状 助 な ど が わか ら な く な っ た と き に 初期 化し ます 。 


[F] キー と [MONI] キー を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ー デ ィ ス プレ イ 全 点灯 中 に [F] キー と [MONI] キー を 離し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


者 種 機能 を 用 途 に 合わ せ て より 使い や すく する た め に 、 本 機 を カス タマ イズ する こと が で きま す 。 


セッ トモ ー ド 一 覧 


カス タマ イズ 項目 
電池 選択 機能 
コン パン ダー 機能 
VOX 機能 
秘話 機能 
ビー ブ 音 量 設定 
エン ド ピ ー 機 能 
フ | ベル 機能 | P41 | OFF | 
ラン プ オ ン ノ オフ 設定 機能 
PTT ホー ルド 機能 
PTT オン ノン オ ン 機能 
自動 接続 手順 変更 機能 


P.35 か ら P.43 に セッ トモ ー ド の 台 項 目 の 設定 方 法 を 記載 し て いま す 。 
な お 、 掲 載 し て いる ディ スプ レイ 表示 は 、 工 場 出荷 (初期 ) 状態 の も の で す 。 
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宮 項 目 の 設定 方 法 


セッ トモ ー ド 共通 の 基本 的 な 操作 方 法 は 次 の と お り で す 。 
各 項 目 の 詳細 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


① セ ッ ト モ ー ド に する 
人 F] キー を 押し な が ら 、 [SET] キー を 押し ます 。 
ー セ ッ ト モ ー ド に 入り 、 カ スタ マイ ズ で きる 項目 が 表示 され ます 。 


カス タマ イズ 項目 を 選択 する 


[SET] キー を 押す ご と に 項目 が 切り 替わり ます 。 
IF] キー を 押す と 前 項目 に 戻り ます 。 


セッ トモ ー ド 


ェ ー ニ ーー ニーーー 


| 』 時 - 肥 | 
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セッ トモ ー ド 
③ 設 定 値 を 変更 する 
全 ま た は マキ ー を 押し て 設定 値 を 変更 し ます 。 


④ 設 定 を 完了 する 
[PTT] キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 


電池 選択 機能 


オプ ショ ン の バッ テリ ー バ パッ ク (EBP-25N.EBP-70) を 使用 する 場合 に は 、 
バッ テリ ー 敬 告 マ ー ク を 正しく 表示 させ る た め に 使用 する 電池 を 選択 し て く 
だ さい 。 

初期 状態 で は AL (アル カリ 乾電池 ) に 設定 され て いま す 。 


KA コリ ルウ 


ーー 


ェ ィ ーーーーーーーーー 


セッ トモ ー ド 


人 電池 の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「bAt」 を 選択 し ます 。 
AA ま た は マヤ キー を 押し て 「AL Lnil の 中 か ら 選 択 し ます 。 


AL: アル カリ 乾電池 ン オ キシ ライ ド 乾 電池 


Li : リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (EBP-70) 
ni : ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク (EBP-25N) 


コン パン ダー 機能 
コン バン ダー 機能 を 設定 する と 、 音 声 通話 の 明瞭 度 を 上 げ る こと が で きま す 。 
コン バン ダー 機能 を 設定 する 


J3 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「CmP」 を 選択 し ます 。 デ 
4 また は キー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 4 大 = 右 衝 


ー コ ン バ ン ダー 機能 設定 時 に は 、「 同 」 が 点灯 し ます 。 


注意 コン バン ダー 機能 の な い ト ラン シー バー と も 通話 は で きま す が 、 音 声 が 聞き 


へ 取り に くい こと が あり ます 。 そ の 楊 合 に は コン バン ダー 機能 を OFF に 設定 
し て くだ さい 。 
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セッ トモ ー ド 


[PTT] キー を 押さ な く て も 自動 的 に 送受 信 を 切り 替え られ る 機能 で す 。 マ 
イク に 音声 が 入れ ば 送信 、 音 声 が な く な れ ば 受信 に 切り 替わり ます 。 
ハン ズ フ リー で の 通話 が 可能 に な り 両 手 が 使え な いと き ぎ に 便 利 で す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


@VOX 機 能 の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「vol を 選択 し ます 。 
4 人 ASA また は 台 キ ー を 押し て 「oF Lo Hi] の 中 か ら 選 択 し ます 。 


ーVOX 機 能 設定 時 に は 、「 う る 」 が 点灯 し ます 。 
OF : VOX 機 能 OFF 
Lo : VOX 感 度 小 (大 き な 音 で 反応 し ます 。) 
Hi : VOX 感 度 大 ( 小 べ な 音 で 反応 し ます 。) 
オプ ショ ンマ イク で の 使用 方 法 
@EME-19A (ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト ) で VOX 機 能 を 使用 する 場合 、 
① セ ッ ト モ ー ド VOX 機 能 で 「Lo , | の どちら か を 選択 し ます 。 
セッ トモ ー ド PTT オ ン ノ オフ 機能 で PTT オ フ を 選択 し ます 。 


ヘッ ド セ ッ ト 側 の 黒 ボ タン は 押し 込ん だ まま マイ ク に 向かっ て 話し て く 
だ さい 。 


代 VOX 機 能 付 き の マ イク (EME-12A,13A.15A) で VOX 機 能 を 使用 する 
と 寺 は 、 本 体側 の VOX 機 能 は OFF に し て くだ さい 。 


セッ トモ ー ド 


・ VOX 機 能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 P.46 の オブ 
ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 
・ VOX 感 度 を 「Lo] に 設定 し て も 、 生計 


の 大 きい 場所 で は この 機能 は ご 使用 に な れ ま 
・VOX 機 能 を 使う と 、 通 話 を 始め て も 送信 する まで に 多少 時 間 が か か る た 
め 、 音 声 の 始め が 導 切 れる 場合 が あり ます 。 


スク ラン ブル トー ク に する と 、 他 の 人 に は 会 話 の 内 容 が 理解 で き な く な り ま 秘話 
科 能 を 措 載 し た 交社 敵 トラ ン シ ー バ ー 間 で 通 還 する こと が で きま す 。 い と アー ロロ 
@ 秘 話 モ ー ド に する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「Sorl を 選択 し ます 。 の 
AA また は マヤ キー を 押し て ODN/DFF を 設定 し ます 。 ンス タラップ ル ご 


つ 秘 話 機能 設定 時 に は 、「 秘 話 ] が 点灯 し ます 。 


トラ ン シ ー バ ー 問 の 通話 は 、 電 波 を 使用 し て いる 関係 上 、 第 三 者 に よる 傍 


意 
へ 受 を 完全 に 阻止 で きま せん 。 そ の た め 、 機 也 を 要する 量 要 な 通話 に 使用 す 
る こと は お すす めで きま せん 。 
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セッ トモ ー ド 
ビー プ 音 量 設 定 


本 機 か ら 鳴 る ビー プ 音 (操作 音 ) の 音量 を 設定 し ます 。 
初期 状態 で は 「Lo] が 設定 され て いま す 。 


@ ビ ー ブ 音 星 の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「bEP」 を 選択 し ます 。 
AA また は マヤ キー を 押し て 「oF Lo | の 中 か ら 選 択 し ます 。 


つっ 「oF」 に 設定 する と すべ て の ビー プ 音 (キー 操作 音 、 各 種 ア ラー ム 音 、 


ベル 音 ) が 鳴ら な く な り ま す 。 
「Hi| に 設定 する と すべ て の ビー プ 音 量 が 大 きく な り ま す 。 


注 拓 イヤ ホン を 使用 し た 状態 で ビー プ 斉 量 を 「Hi」 に 設定 する と 、 大 き な 音 で 
耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


エン ド ビ ピー 機能 


[PTT] キー を 障 し た と き の 「 ピ ッ 」 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 
初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


エン ドビー の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「EdP」 を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


pEP-oF 


と - ロ 


セッ トモ ー ド 


呼び 出さ れ た こと を 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


⑯ ベ ル の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「DbEL」 を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


ー ベ ル 機 能 設定 時 に は 、「《⑦」 が 点灯 し ます 。 


アァ 
スパ 七 約 10 秒 間 通 中 が 途切れ た あと に 受信 し た と き 、 ペ ル が 作動 し ます 。 


ラン プ オ ング オフ 設定 機能 


ディ スプ レイ 了 務 明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「5」 秒 に 設定 され 
て お り 、 キ ー 操 作 を する と 自動 的 に 5 秒間 照明 が 点灯 する よう に 設定 され て 
いま す 。 


る ラン プ の 設定 を する 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「LmP」 を 選択 し ま 


人 AA また は マキ ー を 押し て 「oF 5( 秒 ) 辿 ( 単 時 点灯 ) 」 の 中 か ら 選 択 
し ます 。 


と ロー ロロ 
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セッ トモ ー ド 


な ディ スプ レイ 眼 明 を 常時 点 困 させ る と 電池 の 消耗 が 早く な り ま す 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 


[PTT] キー を 一 度 押 す と 送信 を 継続 する 機能 で す 。 も う 一 度 押 す と 受信 待 
ち 受 け 状態 に な り ま す 。 こ の 設定 を お こ な う こと で 、 [PTT] キー を 押し 続 
ける 必要 が な く な り ま す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


@PTT ホ ー ル ド の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「HLd」 を 選択 し ます 。 
人 AM& ま た は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


シク 
1X 和 モ =PTT ホ ー ル ド 先月 ON で 送信 し た 場合 、3 分 送信 の タイ ム ア ウ ト (P30) 人 
アレ 約 の 秒 経過 で 自動 的 に 送信 を 再開 し ます 。 ( 交 互 通 器 時 の み ) 


PTT ホ ー ル ド 機 能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 
P.46 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 


が - ロ ロ 


PTT オン プ オ フ 設 定 機能 


本 機 を 受信 専用 で 使用 する 場合 に 、 送 信 を 禁止 する 機能 で す 。 [PTT] キー 
を 押し て も 送信 で きま せん 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


人 @PTT オフ の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「Ptt| を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


っ OFF に 設定 する と 送信 が 禁止 され ます 。 


自動 接続 手順 変更 機能 


中 継 動作 自動 接続 手順 を 変更 する 機能 で す 。 
接続 タイ ミン グ の 異な る 中 継 器 へ の アク セス に 活用 で きま す 。 
初期 状態 で は ON2 に 設定 され て いま す 。 


人 @ 自 動 接続 手順 を 変更 する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「At] を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て OFF、ON 1 、ON2 か ら 選 択 し ます 。 


OFF : 自動 接続 手順 解除 
ON1 : DJ-HB0D、DJ-H100D を 中 継 器 と する と き 
ON2 : DJ-P10H、DJ-P] 1H を 中 継 器 と する と き 


セッ トモ ー ド 


た た - ロ た 


月 た - gn ど 
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本 機 の 補足 事項 を 記載 し て いま す 。 


難 チ ャ ン ネ ル の 送受 信 周 波数 


44 


園 レジャー チャンネル 


園 ビ ジネス チャ ン ネ ル 


| BbO1 | 488.0500MHz | 
| bO ら | 488.0685MHz | 
| bO3 | 4880750MHz | 
| bO4 | 4880875MHz | 
| BOB5 | 488.1000MHz | 


L10 


14 


L18 


| bO6 | 488.1125MHz | 
| bO9 | 4881500MHz | 
| b10 | 488.1685MHz | 
Lb11 | 4881750MHz | 


481.8185MHz | 440.8685MHz 


481.8550MHz | 440.2750MHz 


Z 


481.8000MHz | 4403500MHz 


421.91285MHz | 440.3625MHz 


に 


NHINININR 


481.6375MHz | 440.0875MH 


N 


NININ 


NR 


ーー 條 肝 = デミ 拓 凡人 往 ==ーー| 
| bg | 481.7000MHz | 44015OOMHz | 
| be3 | 481.7185MHz | 440.1685MHz | 
| bg4 | 481.785OMHz | 440.1750MHz | 
| ba5 | 481.7375MHz | 440.1875MHz | 
| bB6 | 481.75OOMHz | 440.G000MHz | 
| bB | 481.75OOMHz | 440.2G5OMHz | 
bB | 481.7875MHz | 440.2375MHz | 


トー ン 周 波数 一 覧 (グル ー プ 番号 ) 
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付 録 


EBP-25N 
EBP-70 
EDC-115 
EDC-108J 
EDC-158A 
EDC-158R 
EDC-12g 
EDC-16g 
EDH-33 
EMS-58 1) 
EME-12A 
EME-13A 
EME-15A 
EME-18A (の 
EME-21A 
EME-2dA 
EME-28A 
EME-30A 
EME-31A 
EME-6 
EME-26 
ESC-45 
EJ-57U 


ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク 
EBP-25N 用 標準 充 虫 器 セッ ト 
EBP-25N 用 ツイ ン 意 速 充電 器 セ ッ ト 
EBP-70 用 ツイ ン 急 速 充電 器 セ ッ ト (EDC-12 ら 付属 ) 
EBP-70 用 連結 充 吉 スタ ンド 

AC アダ プター 

EDC-158H 連 結 充 融 用 AC ア ダ プ ター 
シガーDC/DC コン バー ター(12V/24V 車 対応 ) 
スピ ー カ ー マ イ ク 

VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イズ 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (イヤ ホン タイ プ ) 
VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 

ヘル メッ ト (安全 帽 ) 用 ヘッ ド セ ッ ト 

イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ) 

イヤ ホン マイ ク 

イヤ ホン マイ クイ ヤー フッ ク 付 き ぎ (業務 仕様) 
イヤ ホン マイ ク (ブー ム マ イク ) 


イヤ ホン マイ ク (タイ ピン マイ ク ) 意 。 
イヤ ホン (スト レー トコ ー ド タイ プ ) 0 
イヤ ホン (カー ルコ ー ド タイ プ ) 、 用 で きま せん 。 


ユニ バー サル コン トロ ー ラ ー 


故障 と お 考え に な る 前 に 


本 機 が 故障 か な と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 


悪 池 の 入れ 方 が 問 違っ て いる 。 (P10) | 露 池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
充 池 を 充 時 し て くだ さい 。 
ディ スプ レイ 表示 が 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
消え る 。 充 赴 池 を 充 叶 し て くだ さい 。 
斉 が 出 な い 。 適切 な 音 暑 に 調整 し て くだ さい 。 
通話 で き な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 (P.25) 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 


距離 が 離れ すぎ て いる 。 (P.7 ) 場所 を 移動 し て か ら 交 信 し て くだ さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 (P.28) グル ー プ 番号 を 合わ せ て くだ さい 。 


送信 し て いる 。 [PTT] キー を 離し て くだ さい 。 
PTT ホ ー ル ド 機 能 ON で 送信 中 は 、 も う 一 
度 [PTT] キー を 押し て くだ さい 。 
中 継 通信 用 チャ ン ネ ル で 運用 の 場合 、 中 継 器 も 同 
が 違う 。 じ チ ャ ン ネ ル (グル ー プ 北 号 ) に 合わ せ て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 信号 が な く な っ て か ら 送信 する か 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
[PTT] キー を 離し ら 秒 た っ て か ら 送 信 し 
(P.30) て くだ さい 。 


PTT オ ンプ オフ 機能 が OFF に な っ | セッ トモ ー ド で PTT オ ンプ オフ 機 能 を ON 
て いる 。 ( P.43) に 設定 し て くだ さい 。 
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付 録 


人 


キー 操作 で き な い 。 | キー ロッ ク さ れ て いる 。 ( P.31 ) | キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
チャ ン ネ ル が 変わ ら な い 。 
充電 端子 が 汚れ て いる 。 本 体 底面 の 充電 端子 、 充 電器 側 の 充電 端子 


の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 取っ て くだ さい 。 

リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (EBP- 
70) 使 用 の 場合 、 本 体 か ら 取 り 外 し て バッ 
テリ ー パ ッ ク 単 体 で 充 器 し て みる 。 ( P.17 ) 


処置 を 実施 し て も 異常 が 続く と き は リセ ッ ト (初期 化 ) し て くだ さい 。 
症状 が 回 復 する 場合 が あり ます 。 


電池 が 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 


田 製 造 中 止 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 補 修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な る 場合 も あり 、 修 理 が で き な い こと も あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


補修 用 部 品 の 保有 期間 は 、 生 産 終 了 後 巳 年 で す 。 


定格 DJ-PA ら 7 


送受 信 周 注 数 | レジャー チャ ン ネ ル 421.7875ー481.9125MHz( 受 信 ) 
4228.2000ー422.3000MHz 
トー 


ビジ ネス チャ ン ネ ル 
| 1500 
| 


式 

鹿 | -14dBuF (18dB SINADD | 
カ 
流 


出 
電 


FIEE5 
通 | 吾 


付 
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付 録 


国 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 


男 本 書 の 説明 用 イラ スト は 、 実 物 と は 宇 体 や 形状 な ど が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て いる 場 
合 が あり ます 。 


還 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転 温 する こと は 禁止 され て いま す 。 


